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■ 實 験

㍉吾々ガ肺結核 ノ早期診断ヲ行 フニ際シ、又ハ

肺結核患者 ノ治療経過中喀疾結核菌ガ減少シ、

途 二軍純塗抹標本ニテハソウヲ設明シ得ナクナ

ッタモ ノニ遭遇スル時、ソノ喀疾 カラ短時聞内

ご結核菌ヲ謹明 スル最モ手近オ方法}シ テ喀疫

集菌法ヲ推スペキ事ハ諸家(桂4`δ'、貝田6'、岡西

3一 坂本8'9')ノ ー致 シタ見解デアル。又集團槍

診ガ盛二行'ツ ル今臥 喀疾ノ集菌實施ガ胸部

閻接撮影 ト相侯ツテ釜 々ソノ重要性ヲ加フルニ

至ルヂアラ嬉 モ察スルr難 クハナイ。

斯ル喀疾集菌法 ノ具備スベキ最モ重要ナル條

件へ 操作簡便 ニシテ且ツ短時聞 ノ中二目白勺ヲ

達 シ得ル事 ニアルガ、樹簗菌ヲ要スル様ナ喀疵

ハ屡々極 メテ少量シカ喀出サレヌ場合ノアルニ

鑑 ミレベ 少量 ノ喀疾 ヲ以テソノ目的 ヲ充分 二

果シ得 ル事モ又一ツノ肝要ナル條件 ト思フノデ

アル◎

吾々ハ最近本部 二於テ護表サレ、且ツ優秀ナ

ル方法 トシテ認 メラレツ・アル田村法秘 及ビ

瀬崎法 ノ精密法3.ヲ 併行シテ追試 スル機會ヲ得

タル故・此塵二其 ノ成績 ノ概要ヲ述ベタイト思

フ^

∬・ 實 験 方 法

1.田 村法施行上 ノ諸注意事喚。

佃 村法ハ原著母 二記載シテアル方法二從ツ

テ行ツタ。慶上、往々田村法 二關シー定 シナイ

追試成績ヲ見受ケルガ.本 法施行二際 シテノ・次

ノ諸項ヲ守ル事ガ大切ヂアル故、此際特 二本法

ヲ實施セラル ・諸家ノ留意ヲ希望スル。

(1)遽 心 沈 澱 管 ハ30CCm.以 上 ノ内容 ヲ有 シ、

「ス ピツ グ ラス」ノ名 ノ示 ス如 ク必 ズ 管底 ノ尖 ツ

クモ ノヲ用 ヒル事 ◎=普通 ノ遠 心 器 二附 屡 セ ル 管

底 図 形 ノ違 心 沈 澱 管 ハ 本 法實 施 ニハ 適 シナ イ 。

(2)25%苛 憐 曹 達 ハ多 量 二過 ギ ナ イ様 注意 ス

ル事 。 普 通3」'cm.位 ノ喀 疫 二封 シテハ 通 常3滴
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ガ 適 當 デ 、喀 疾 ノ甚 ダ 濃 厚 ナ揚 合 ハ ソ ノ倍 量 迄

ハ 差 支 ナ イ ガ 、多 量 二過 ギ ル時 ハ往 々標 本 ノ固

定 ガ困難 トナ ツテ 、染 色 後 氷 洗 ノ際流 失 シテ シ

マ フ恐 レガ ア ルo

〈3)苛 性 曹達 ヲ加 ヘ タル後 ノ喀疾 ハ充分 均等

化 ス ル檬 注 意 スル事 δ 此 際 火焔上 デ竹 ノ割 著 ヲ

用 ヒ喀 疾 ガ稽 々沸 騰 スル迄 麗 拝 ヲ績 ケ 、後 水道

水 ヲ小 量 宛 加 ヘ ツ ツ試 験 管 ヲ破 ラザ ル檬 注 意 ノ

下 二、火 焔上 ニテ更 二温 メ麗 拝 ヲ綾 ケ テ行 ク。

〈4)沈 渣 ヲ 「オ ブ ェ ク トグ ラス」 二移 ス際 ニ

ハ 「ス ピ ツツ グ ラス」 ヲ傾 ケ上 浩 ヲ徐 々 二悉 完

全 二流 シ終 ヘ タ後 、必 ズ 「ピペ ツ ト」 ノ先 端 ヲ

「ス ピツ ツ グ ラス」ノ管 底 ニツ ケ 、 ソ レ ヲ以 テ沈

流 ヲ良 ク擁 搾 シ、後 ソノ沈 渣 ヲ注意 シナ ガ ラ輕
●

ク 「ピペ ツ ト」 先 端 内 二吸 ビア ゲ テハ 又 萬 シ、
の 　 ゆ 　 の 　 の の

之 ヲ数度 繰 返 シ ヨク混 和 スル.後 コ ノ混 和 シた

沈 流 ヲ徐 々 二 「ピペ ツ ト」 先 端 内 二吸 ビア ゲ、
の む の 　 の り の の の 　

其 ヲ 「オ ブェ ク トグ ラ ス」 上 二移 シ、縦 紅1em.

械 約3」m.ノ 短 形 二擁 ゲ槍鏡 二便 利 ナ様 二作 成

スル◎ 此 際 使 用 スル 「ピペ ツ ト」 ハ 既 成 ノモ ノ

ヂ ハ尖 端 ノ直鰹 ガ大 キ過 ギ ル故 、硝 子 管 ヲ引伸

シテ適 當 ノ細 サ ニ作 成 シタ方 ズ適 當 ヂ ア ル。

(5)染 隼 後 水洗 スル 際 ニハ塗 抹 染 色 セ ル部 分

二直接 水 ヲ カケ ナ イ様 注 意 スル◎

(6)之 ノ標 本 二於 テハ 結核 菌 ハ著 明=周 邊 部

二集 ル故 、必 ズ ソ ノ周 邊 部 二滑 ヒ検 鏡 ス ル事 ガ

最 モ大切 ヂ ア ル◎
'2

.瀬 崎 法 。

本 法3・ノ、「白本 臨髭犬糸吉核 」第2巷 第10號 二言己

載 セ ル原 法 二依 ツテ 行 ツ タ。 苛 性曹 達 鮎滴 後水
e

・ヲ注 加 シナ カ ツ タ事 ハ 勿論 ヂ アル ◎

3,瀬 崎 、 田村 薦 法 ノ集 菌 牽 ヲ併 セ 比較 ス ル

爲 、操 作 屯當 ツテ ハ 常 二同一 條 件 下 二於 テ行 ツ

タ。 翻 チ早 朝 時 喀 出 セ ル疫 ヲ 「シ ヤ ー レ」 二約

50c風 集 メ更 二次 ノ順 二從 ヒ虞 置 ヲ施 シ タ。

■ 喀疾 均等 化:喀 褻 ヲ 「シヤPtレ 」 二入

レタ儘5」Cm.注 射 筒 ニテ吸 ビア ゲテ ハ 叉 出 ス。

之 操 作 ヲ反 覆 繰 リ返 シ 、喀疾 ガ肉 眼的 ニ ョク混

和 シ均 等 化 シタル如 ク見 エ ル迄 績 ケ ル。

5.喀 疾 等 分法 ゴ 均等 化 シ タル喀 疾 ヲ再 ビ

該 注 射 筒 ニテ 吸 ビア ゲ 、後 ゾ レヲ 前以 テ用 意 セ

ルニ 本 ノ乾燥 滅 菌試 瞼 管 二各 々23Cm.宛 分 注 ス

ル◎

6.記 載 法:各 例 ニツ キ検鏡 観 野数 ヲ分 母

トシ全菌 数 ヲ分 子 トシ、 ソ ノ爾者 ノ午 均!直ヲ該

例 ノー硯 野 中 ノ菌 数 トシテ記 録 シ ク。 但 シ零 ハ .

印 チo/3coヲ 意 味 スル モ ノデ ア リ、一 親 野雫 均 菌

籔 ハ 各例 ノ平均 菌 数 ノ総 和 ヲ槍 査 例 数 ノ総 和 ヂ
　

除 シ タ撒 デ ア ル ◎

IIL實 験 成 績

1.原 疾 ヲ用 ヒテ比 較 セ ルモ ノo

(1)輩 純 塗抹 法(以 下 箪 塗法 ト略 購 ス)昌 テ

lt4s均毎 覗 野菌 数1乃 至5程 度 ノ疾 ヲ用 ヒタル モ

ノニ於 テ か 、第 一 表A二 示 ス如 ク検査 例数11

例 中爾 者 共菌陰 性 件数 ナ ク、一 親 野亭 均菌 籔 ハ

田村 法 ガ瀬 崎法 ノ128倍 二相 當 ス ル。

(21軍 塗 法 ニテ 常 二菌 陰 性 ノ疾 昌ア リテハ 、

第 一表B二 示 ス如 ク槍 査 例 数16例 中、瀬 崎怯 昌

於 テ2例 ノ菌 陰 性 件 鐵 ヲ示 シ タガ田村 法 二於 テ

ハ 全側 湯 性 ヲ示 シ タ◎ 但 シー 覗 野 卒 均菌 数 ノ比

ハ'1.o(瀬 崎 法)ss1.04(田 村 法)ケ 爾者 略 等 シ

・fo

2・ 牛孚L「アル カ リ稀 繹 法 二依 リ稀 繹 セ ル疾

ノ等 量 ヲ用 ヒテ比 較 セル モ ノ◎

牛 乳 「ア ル カ リ」 稀 繹 法 トハ桂 教授 ノ案 二依

り・教 室 ノ林 及坂 田箕'ガ喀疾 ノ集 菌及 ビ培 養 デ

併 行 シテ行 ツ タ際 こ喀疾 ヲ倍 数 稀 繹 スル ニ用 ヒ

タ方法 デ大 要 次 ノ如 ク行 フ
◎

i・A液 …;約N/10苛 性 曹 達 液一 容 ト脱 脂

牛 乳 一 容 トノ害恰 二混 合 セ ル モ ノ。

ii・B液 …・一約N/30苛 性 曹 達 液 ト棚 旨牛 乳

トノ比 ガ6封1ナ ル 如 キ割合 二繭 者 ヲ混

合 セ ルモ ノ◎

iii・C… …A液 喰 有 菌数 多 キ喀BSト ヲ等量
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第一表:原 湊 ノ等量 ヲ用 ヒテ比較 セルモノ

翠塗法高テ毎鶴野歯 数1～5程 度

ノ疾 ヲ用 ヒタノレモノ

＼ 方 法1

儲 名 ＼1戦 法
瀬崎法 田村法

一 10.6

ユ.6

&2
噂

q1

-

0.42

0.8

=
・0.74

1.9

35.

127。

14.8

2q2

1.22

a6

7.9

73β

500.

300。 ・

500.

111β3

187。

12β β3

47。
醐

61.8

a8

12.4

500.

82.

300.

500.

一
一
一
一
一
一

一一
橡 査例敷 8

ノ
11 11

菌陰性件敷 ;シ ナ シ ナ シ

一 硯 野
璽

比 率

鼠79 143.95 ユ84.87

1⑤ 51.6 66.26
-

1.28
lL・

顧

.し 宛 ト.リ混 合 シタル 後 、割 箸 ニテ 良 ク撹 搾

シ均 等 化 セ シム◎ 帥 チCハ 原 疫 ノ2倍 稀

繹 ノ喀:疾 トナ ル◎

ivL「 ヴ 嫁 ダ ール」 氏 反 慮:施行 二於 ケ ル如;ク、

Cヲ:B液 ヲ以 テ倍 歎 稀 繹 法 二依 リ所 要

～、 倍 歎迄 稀 繹 スσ

サ テqd塗 法 二依 ツ テ100覗 野 中1乃 至5程 度

ノ菌 含 有 ブ疾 ハ 、時 トシテ ハ菌 陰 性 ト見徹 サ ル

ル恐 ガ アル モ ノヂ 、斯 ル 喀疾 二樹 シテ ハ集 菌 ノ

敷 果 モ相 當大 キ イ筈 ヂ ア ㌻◎ 吾 々 ハ 漸 ノセ菌 含有b

程 度 ノ喀 疾 ヲ上 記 稀 繹 法 二依 リ作 成 シ、之 二瀬

崎 田村 繭法 ヲ施行 彊 ル』 、其 成績 ハ 第 二表 二示 ＼
チ ほ ゆ

ス如 ク、槍 査 例 数18例 中1例 二於 テ 爾集 菌 法

共 二菌 陰 性 ヲ示 シ 、タガ、然 シ輩 塗 法 二封 ス ル爾

集菌 法 ノ敷 果 ハ、 瀬 崎怯 ニテハ 軍 塗 法 ノ44.35
の

倍 ヂ ア リ田村 法 ニテ ハ翠 塗 法 ψノX3.75倍 ニ シテ 、

即 チー覗 野李 均菌 藪 ハ 田村 法 ガ瀬 埼 法 ノ1.43倍

ヂ ア ルO.

B・ 翠 塗 法 昌 テ菌 陰性 ノ湊 ヲ用 ヒ タル モ ノ

'＼

患者名

菌方法
灘 崎 怯 田 村 法

㍉＼

り

■■■■■■■■■■■■

0

0。021

0。022

0。52,

も

0.0036

0.155

0。0032

0.005

3。94

0.322

0.2

0。0065

0.0083

0.GO98

0.48

0.0028

0.0066

0.54

0.0098

0。322

3.91

0.346

0。2

0.0526

qo137

0ρ

α02歪5

α0228

α01

0,5S1

軌029

一一一
餓 査 例敷 16 16

菌陰性件敷 2 ナ シ

一 視 野
4均 菌徴

0β86Gズ 0.4035
一}… 一 ㎝甲…

比1率 1ゆ ユ.04

3.上 清 液 中 二含 有 セ ラル ・菌 藪 ノ歌 態 。 ・

吾 々ハ 捨 テ ラル ベ キ上 清 液 中 二如 何 程 ノ菌 含

有 ヲ認 メ得 ル カ ヲ知 ラ ウ トシテ次 ノ検 索 ヲ行 ツ

タ(第 三 表 ノ 乱B).

(1>輩 塗法 ニテ菌 陰 性 ノ疾 ニア ツテ ハ第 三 表

ノA二 示 ス如 ク、検 査 例 致3例 中 瀬崎 法 ハ 「ク

ロ ロホ ル ム」上 清 ニテ ハ3例 共菌 含 有 ヲ認 メズ、

「ア ル コ ール」 上 清 ニテ ハ2例 ノ菌 陽 性ヲ 認 メ

タ。 田 村 法 ニテハ 第 一.第 二 上溝 共 二菌 含 有 ヲ

認 メタ◎ コ ・二云 フ 第__..上清 トハ 田村 法 ノ原 法

二於 テ今迄 捨 テ ラ レテヰ タ上 溝 液 ヲ意 宋 スル モ

ノデ ア リ、第 二上 清 トハ 第 一上 清 ヲ遠 心 沈 澱 器

ニ カ ケ沈渣 ヲ 取 リ去 リタル後 ノ上 清 ヲ意 味 スル

モ ノヂ アルQ

(2)輩 塗法 ニデ 菌 数Vlo乃:至 蜘/1程 度 ノ喀 疾

昌ア ツ テハ 第 三表B二 見 ル却 ク、槍 査 例数8働
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中瀬 崎 法 ハ 「ク ロ ロホ ル ム」 上 清,_._テ1例 「ア

ル コーノレ∫ 上 清 ニテ5例 ノ菌 含 有 ヲ示 シ、 田 村

法 ニ チハ 第_._.上清 第 二上 清 共 二全 働 菌 含 有 ヲ示

シ且 ツ其 ノ含 有 歯 数 モ相 當多 イ 。

第 二表:牛 乳 アル カ リ稀羅法 二依 リ稀織 セル

湊 ノ等量 ヲ用 ヒ比較 セルモノ

＼ 、 方法

名患者 ＼
車塗浅 瀬略法 田村法

一 0.02 0.6箔 0β

一 0.01 0.52 0.32

一 0 0.07 0.02

一 0 0 0

0.02一 0.15 2.45

一 0.04 18.8 4.4一 0.01 0.07 0.03

0一 O.52 4.1

メ0

0.05

qo6

α05

0

0,015

0

0.08

α5

μ01

α525

1β

α56

0.09

0.02

α38

0.06

a35

12.7

α1

0.11

2.0

092

008

0.06

0.98

0.66

0.4

382

α06

一一
一一一一一
一一
検 査例 敷 18 ユ8 18

菌陰性件数 6 1 1

一 観 野
李均 菌 鞭

qo48 2.129' 3.06

比 牽

1.0 4435 63.75

w

LO瀞 :L43

㍉ 翻

・ 第三表:上 清液中 二含有セラル 、菌敏 ノ状態

A.翠 塗法 篇テ菌陰性 ノ渡 二就 テ

_i

儲 名 鞭i

気 一 集菌法 瀬 崎 法
. 田 村 法

原 法陰 部 騰 原 怯 擁 一上剃 第二蜻

9。0032.

0,005

ag4

0

.0

0

0穐

砿2

0.59

α0098

0,322

3」91

α013

α015

α139

α014

0

α14

楡 査 例 敏
禰

3 3 3 3 3 3

有 菌 件 敷 3 0 2 3 3 2

一 覗 辱 卒 均 菌 敷 1β12} 0 0263 1.4139 0,055 0,051

▽謬

櫛

B.翠 塗 法 ニ テ菌 敦1。 ん4》コ00!y程度 ノ湊 二就 テ

集菌法
騨

摘要患者名

1

瀬 崎 法 田 村 法

原 法1完二呈部 ㌘ 濤 原 法悌せ剃 鉱 鯖
400

26.8

1」62

500

1000

灘
212

0廊5

8
8
8
0

α266

贔118

0

α019

0,006
響0

0,071

0

謂
1,925

12,714

1000

1認
1000

7.77

工731

1β87

5,016

243β3

76β3

50

ユ4,706

翫£78

a475

0,002

0,422

150

7375

5ユ8

a21」搬
査 例 敏一一 甲

8 8 8 8, 8 8

有 菌 件 響 一 1{5 8 8
{層 一}一_

21,742
一 覗 野 華 均 菌 敷31α307 α0041 。ρ洛85 472717 騰
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IV.

以上ノ成績 二依 ル晶、吾 々ガ肺結核 ノ診療 二

際シ集菌法ヲ是非 トモ必要 トスル様ナ疾、即チ

輩塗法ニテ菌陰性 ノ疾ヲ瀬崎田村爾法亀テ集菌

スルニ、一親野李均菌数ハ略等シク、只瀬崎法

二子菌陰性ヲ示 シタニ例ハ田村法 二依 リ菌陽性

ヲ示 シタ。而シテコノニ例ハ何 レモ培養法二依

り2乃 至6邸 チ10ケ 以内ノ菌集落ヲ示 シテヰ

ク疾デアル◎ ・

次二喀疾中菌含有数ガ軍塗法 ニテ エ勧 乃至
51100程度ノ疾ハ、外來診療二若 シクハ集璽検診

二際シ往 々菌陰性 ト見倣サレ易キモノヂアル"

コノ程度ノ菌 ヲ含有 スル如ク喀疫ヲ牛乳 「アル

カ リ」ヲ以テ稀繹 シ雨者ヲ比較セルニ、18例中

1例 二於テ爾法共菌陰性デアルが一硯野至均菌

数ハ田村法 ガ瀬崎法ノ1.43倍 ヲ示 ス◎邸チ菌検

出率 ハ同様 ヂアルガ集菌率ハ田村法 ノ方ガ大キ

イ。第一i表ノA.Bヲ 共二併 ヒ考フル時モ同様

ノ事ガ云ヘル◎第四表 昌ソノ総括的 ノ比較成績

ヲ示 スト、槍査例敏45例 中菌陰性件数ハ瀬崎法

ニテハ3例 、田村法 ニテハ1例 ヲ示 シ、一観野雫

均菌数ハ田村法 ガ瀬崎法ノ1.28倍 ヂアル◎即チ

維括的二等量喀疾ヲ用フレバ、田村法ハ瀬埼法

纏 噛 槍牌 モ・共二尤デナル ト云一ル・(第
10100三表B

.ハ「「～-1「程度 ノ疫故實際上集菌 ノ

第四表:繭 氏集菌法ノ総括的比較

＼ 集菌法

摘 要 一＼
瀬 崎 法

夕

田 村 法

＼

槍 査例数 45 45

菌陰性件敬 3
ψ

1
一一

一 親 野

、準 均 菌 敏
48β2 6277

比 率 iρ L28

総 括 及 ビ考察

hV
.結

1;喀 疾結核菌養菌法 トシテ ノ田村法ヲ施行

スル上 ノ諸注意事項ヲ述べタ。

必 要ナ キ爲 本 統計 カ ラ除 外 ツ タ)。

第 三 表A、B二 示 セ ル如 ク瀬 綺 法 ハ 田 村法 二

比 シ、其 ノ上 清 液 中 二淺 ル菌 歎 ハ甚 ダ少 撒 ヂ ア

ル。 上清 液 中 二菌 ヲ含 有 スル コ ト少 キ瀬 崎 法 ガ

田村 法 二比 シ ソ ノ集 菌 率 ノ低 イ理 由ハ 、主 トシ

テ 田村 法 ノ標 本 ニア ツテハ 菌 ガ多 ク 周縁 二集 ル

ニ反 シ、瀬 崎 法 パー様 二全 標 本 二散 在 スル ガ爲

ナ ラム ト考 ヘ ラ レ ル◎

術 爾 法 二於 テ以 上 ノ事 實 ノ外 二更 二次 ノ如 キ

優 劣 黙 ガ存 スル 。 即 チ 、

(1)瀬 崎法 バー 時 二比 較 的 多量 ノ喀疾 ヲ使 用

シ得 ル長 所 ア ルモ 、吾 入 ガ實 際 的 二肺結 核 ノ診

療 二際 シ、集 菌 法 ヲ慮 用 ス ル疾 量 ハ主 トシテ 少.

量 ノ喀 疾 ヲ材料 トシ得 ル ニ過 ギ ザ ル 揚 合 ガ 多

イ。 此 黙 少量 ノ材 料 ヲ以 テ集菌 率 ノ大 ナ ル 田村

法 ヲ優 ル トナ シ テ可 ナ ルモ ノ ト信 ズ ル◎

(2)標 本 作 成 二要 スル全所 妻 時 間 ハ爾 者 間 二

左程 ノ差 違 ヲ認 メナ イ ガ 、操 作 上 二於 テ 田村 法

バ ー 回遠 心 ニ テ足 リル ニ反 シ、瀬 崎 法 ハ ニ 回遠

心 ヲ要 シ、又 「ク ロPtホ ル ムJノ 沸 騰 貼 低 キ爲

二注 意 セザ レバ 爆 音 ヲ立 テ ・内 容 物 ヲ噴 出 スル

鉄 黙 ガア ル◎ 且 第 二操 作 二於 テ「ア ル コ ー ル」液

ヲ温 メル際 、濫 度 強 過 ギ ル 時 ハ 「ス ピツ ツ グ ラ

ス」 ヲ破 壊 ス ル恐 ガ ア ル。要 ス ル ニ瀬 崎 法 ノ實

施 ニハ 熟 練 シ タ技 徳 ヲ必要 トス ル ニ反 シ、 田 村

法 ハ操 作 簡 便 デ 多 大 ノ習 得 ヲ要 セ ズ ニ實 施 スル

事 ガ出來 ル。

(3)瀬 崎 法 二用 ヒル試 藥 中 、「ク ロ ロホ ルム」、

「ア ル コー ル」ハ現 在 共 二入 手 困難 デ且 ツ 田村 法 ◇

二比 シ経 費 ガ大 ヂ ア ル◎

(4)田 村 法 ハ教 室 ノ林 二依 リ多 少 ノ改 攣 ヲ加

ヘ ル事 二依 ツ テ培 養 ヘ ノ慮 用 ガ可能 ヂ ア ル◎

1

論

乳 瀬崎法ハ田村法二比 シ上溝液 ノ菌含有ハ

少キモ、實際的ノ集菌率ハ吾々ノ實験成績ヂハ
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田村 法 ガ瀬 碕法 ノ1.28倍 ナ ル事 ヲ指 摘 シ且 ソ ノ

理 由 ヲ論 ジタ。

3.田 村 法 ハ瀬 崎法=比 シ操 作簡 便 ニ シテ且

経 濟 的 デ アル◎

4.田 村法 ハ培 養 ヘ ノ慮 用 ガ訂 能 デア ル 。
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